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消防大学校では、令和６年４月18日から５月１日まで、

令和６年度緊急消防援助隊教育科指揮隊長コース第29回

を実施しました。

このコースは、緊急消防援助隊都道府県大隊長の部隊

指揮・部隊運用能力向上を目的としており、多くの活動

経験を取り入れるべく、今年１月１日に発生した能登半

島地震の活動を教訓とし、消防庁の広域応援室と協力し、

学科のカリキュラムを作成しました。

本コースでは、能登半島地震の緊急消防援助隊の派遣

活動経験を活かすため、能登半島地震の事例を振り返り、

統括指揮支援隊長、指揮支援隊長、都道府県大隊長と立

場の異なる指揮者から、派遣時の経験談を受講しました。

これにより、大規模災害時の指揮運用における重要なポ

イントや課題をより具体的にイメージすることに繋げて

おります。これらを踏まえ、消防大学校のシミュレー

ション施設において、実践的なシミュレーションを行い、

現場での指揮官としての対応力を養っていきます。

さらに、緊急消防援助隊が保有する重機やドローンの

活用についても講義が行われました。これにより、各都

道府県指揮隊長は自らの指示により、重機を運用し道路

を啓開させ、緊急消防援助隊を早期に災害地点に進出出

来ることを理解すると共に、ドローンを用いた撮影した

画像をオルソ画像などに加工するなど最新の技術や機器

を駆使した安全管理と効果的な救助活動の運用をついて

学ぶことができました。

そして、消防庁長官の講話では、能登半島地震後とし

て改めて今後の緊急消防援助隊の使命と役割について伝

えられました。これにより、消防庁と各指揮隊長が今後

の任務と活動について共通の認識を持つことを図りまし

た。また、この機会を通じて、現場のニーズや課題をよ

り直接的に理解し、より効果的な災害対応能力向上の推

進に繋げることができたと考えます。

緊急消防援助隊教育科指揮隊長コース第29回は、過去

最大の70名で実施し、全国北は北海道から南は沖縄県か

ら多くの指揮隊長が集いました。全国各地から集まった

指揮隊長たちが、情報や経験を共有し合いながら、より

高度な能力と知識を身につける場ができたと考えます。
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問合せ先

消防大学校調査研究部
TEL：0422-46-1713

消防の動き ’２４年 ６月号

今回のコースを通じて、緊急消防援助隊都道府県大隊

長の部隊指揮・運用能力は一層向上し、今後の災害時に

おける迅速な緊急消防援助隊の部隊展開に向け、指揮隊

長たちは緊急消防援助隊教育科指揮隊長コース第29回で

得た知識と横の繋がりを活かし、全力で取り組んでいく

ことでしょう。

消防大学校では、都道府県の消防学校等における教育

訓練の充実のため、技術的援助として、消防学校等から

の要請に基づき、警防、予防、救急、救助等の消防行

政・消防技術について講師の派遣を行っています。

令和６年度も多くの派遣要望が寄せられたところ、こ

れに積極的に対応することとし、下表のとおり、42校

126件（490時間）の講師派遣を決定しました。

なお、消防学校等における女性活躍推進のための取組

（女性活躍推進に係る講義の実施、女性消防吏員のキャ

リアアップに関する先駆的な教育訓練に取り組む場合

等）を行うため、消防大学校の教官等の派遣を必要とさ

れる場合は追加で講師を派遣しますので、消防大学校教

務部までご相談ください。

また、各消防学校に消防大学校の修了者リストを提供

していますので、修了者を講師等として招聘するなど、

積極的に連携いただくようお願いします。

今後とも、消防を取り巻く環境変化を踏まえながら、

広い視野や専門的・高度な知識・技術を持ち、指導力・

統率力に優れた人材の育成に取り組んでいきます。

全国で多発している大規模災害に備え、国民の生命、

身体、財産を守るために、消防隊員たちの努力と研鑽、

そして連携が図れることを期待しています。

問合せ先

消防大学校教務部
TEL：0422-46-1712

講義内容 件数 時間数

上級幹部科 危機管理、業務管理、管理職の役割、ハラスメント防止対策など 6 20

中級幹部科 人事業務管理、現場指揮、消防時事、消防戦術と安全管理など 15 56

警　防　科 消防戦術と安全管理、警防行政の現状と課題など 20 77

特殊災害科 特殊災害の概論、特殊災害に対する消防活動要領など 9 33

予防査察科 違反処理、予防査察行政の現状と課題、予防査察など 22 90

危険物科 危険物行政の現状と課題、危険物施設に対する査察・違反処理など 6 24

火災調査科 原因調査、事例研究、原因調査関係法規、鑑定・鑑識など 22 91

救　助　科 災害救助対策、安全管理など 13 53

救　急　科 救急業務の現状と課題、救急業務と法律関係など 3 9

現場指揮、防火対策、安全管理など 10 37
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＜講師派遣の予定＞

令和６年度 講師派遣について
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